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森林と人を
生かす知恵

◆
は
じ
め
に

構
造
を
考
え
る
際
に
、
設
計
し
て
い
る

建
物
か
ら
適
切
な
構
造
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
対

象
と
し
て
い
る
「
設
計
建
物
（
①
）
」
を

構
造
力
学
的
に
捉
え
る
た
め
の
「
構
造
モ

デ
ル
（
②
）
」
、
さ
ら
に
、
解
析
的
に
捉

え
る
た
め
の
「
解
析
モ
デ
ル
（
③
）
」
の

３
つ
の
状
態
を
頭
の
中
で
行
き
来
し
な
が

ら
、
構
造
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
ず
、
構
造
モ
デ
ル
と
解
析
モ
デ
ル
に

つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

◆
構
造
モ
デ
ル
（
②
）

一
般
的
に
、
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
は
部

材
の
軸
線
に
線
材
と
し
て
モ
デ
ル
化
し
ま

す
。
こ
の
線
材
モ
デ
ル
で
構
造
力
学
の
手

法
を
用
い
て
各
部
材
応
力
や
変
形
を
計

算
し
ま
す
。
た
だ
、
構
造
力
学
で
は
単
な

る
線
材
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
モ
デ
ル
化

前
の
設
計
建
物
（
①
）
の
部
材
は
断
面
が

あ
り
、
立
体
で
あ
り
、
材
料
の
物
性
（
例

え
ば
、
縦
弾
性
係
数
や
ポ
ア
ソ
ン
比
な

ど
）
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

を
通
じ
て
学
生
は
半
剛
節
の
モ
デ
ル
化
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
自
治
体
や
イ
ベ
ン
ト
関
連

企
業
等
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
出
展
用

テ
ン
ト
を
木
造
で
創
り
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
令
和
７
年
度

「
構
造
解
析
」
に
て
、
岐
阜
県
産
材
を
利

用
し
た
『
マ
ル
シ
ェ
架
構
』
を
提
案
す
る

課
題
と
し
ま
し
た
。
学
生
提
案
の
一
つ
を

図
１
に
示
し
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
園

祭
・
翔
楓
祭
（
11
月
開
催
）
で
全
作
品
を

展
示
し
、
投
票
会
を
行
い
ま
す
。
御
興
味

あ
る
方
は
是
非
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
件
の
要
望
が
あ
っ
た
韓
国
木

造
建
築
技
術
協
会
に
対
し
て
、
各
学
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
審

査
上
位
作
品
を
韓
国
木
造
建
築
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
令
和
８
年
３
月
）
に
て
展
示

予
定
で
す
。

ど
ん
な
設
計
建
物
（
①
）
を
ど
の
よ
う
に

構
造
モ
デ
ル
（
②
）
化
し
て
い
る
の
か
を

意
識
す
る
こ
と
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
解
析
モ
デ
ル
（
③
）

構
造
モ
デ
ル
（
②
）
を
も
と
に
、
解
析

モ
デ
ル
（
③
）
に
変
換
し
て
、
解
析
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
軸
力
の
み
応
力
を
生
じ
る
ト

ラ
ス
材
と
す
る
方
法
、
換
言
す
る
と
、
部

材
の
両
端
を
ピ
ン
と
す
る
方
法
を
考
え
て

み
ま
す
。
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
と
し
て
は

部
材
の
断
面
２
次
モ
ー
メ
ン
ト
（
Ⅰ
）
を

ゼ
ロ
と
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
こ
の
Ⅰ

が
計
算
上
、
分
母
に
入
る
た
め
、
解
析
モ

デ
ル
（
③
）
で
は
Ⅰ≒

０
と
し
て
入
力
し

ま
す
。

ま
た
、
面
材
壁
を
入
力
す
る
方
法
と
し

て
、
面
材
の
せ
ん
断
剛
性
を
ブ
レ
ー
ス
要

素
に
置
換
し
て
入
力
し
ま
す
。
せ
ん
断
ブ

レ
ー
ス
置
換
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
解
析
モ
デ
ル
（
③
）

は
、
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
と
も
全
く
異
な

る
発
想
に
よ
る
モ
デ
ル
化
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
ど
ん
な
設
計
建
物
（
①
）
を
ど
の
よ

う
に
解
析
モ
デ
ル
（
③
）
化
し
て
い
る
の

か
を
意
識
す
る
こ
と
は
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
接
合
部
の
モ
デ
ル
化
「
半
剛
節
」

解
析
モ
デ
ル
（
③
）
で
木
造
接
合
部
の

モ
デ
ル
化
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
木
造
接
合
部
は
、
剛
節

（
回
転
剛
性
：
∞
）
で
も
、
滑
節
（
0
）

で
も
な
く
、
そ
の
中
間
的
な
「
半
剛
節
」

と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
接
合
仕
様
に
よ
り
ま
す
が
、

継
手
で
木
・
木
接
合
の
場
合
に
は
、
無
継

手
部
材
と
比
較
し
て
曲
げ
強
度
は
鎌
継

で
5
％
程
度
、
追
掛
大
栓
継
で
20
％
程

度
、
引
寄
金
物
等
で
30
％
程
度
に
な
り

ま
す
。
「
半
剛
節
」
を
考
慮
し
な
い
と
、

非
常
に
危
険
側
の
構
造
性
能
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
部
材
の
引
張
力
を
想
定
し
た
際

に
、
引
寄
金
物
で
あ
っ
て
も
数
㎜
程
度
の

変
形
を
生
じ
ま
す
。
材
軸
方
向
の
接
合

部
の
引
張
剛
性
は
「
半
剛
節
」
に
よ
り
適

切
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆
課
題
：
マ
ル
シ
ェ
架
構
の
提
案

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
授
業
「
構
造
解
析
」

図１　マルシェ架構の提案（学生作品）
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